
大地の恵みを 人が奏でる だれやめの郷

広報

いさ

◎年頭のごあいさつ
◎特集　ふるさと歳時記  いさの季節巡り

「住みよさランキング」
2014 県内１位

（安心度：全国６位、住みよさ
 九州・沖縄ブロック：15 位）

 [ 東洋経済新報社調べ ]
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年頭のごあいさつ
'

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
さ

ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
新
し
い
年
の
始
ま
り
を

穏
や
か
に
清
々
し
く
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。
伊
佐
市
に
な
り
７
回
目
の
新
年
を

迎
え
た
こ
と
に
深
く
感
謝
し
、
責
任
の
大
き
さ
を

さ
ら
に
自
覚
す
る
元
旦
で
す
。
郡
山
八
幡
神
社
を

は
じ
め
各
所
の
神
社
を
参
拝
し
て
、
心
清
ら
か
に

願
う
の
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
健
康
、
そ
し
て

災
害
が
起
き
な
い
こ
と
で
す
。
初
詣
は
神
様
に
感

謝
し
新
年
の
平
安
を
祈
願
す
る
、
誰
も
が
謙
虚
に

な
れ
る
時
間
で
す
。
戦
後
70
年
を
迎
え
る
節
目
の

年
、
日
本
の
平
和
と
繁
栄
の
礎
と
な
ら
れ
た
先
人

に
も
感
謝
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

昨
年
は
、「
若
者
の
活
躍
」
と
伊
佐
の
「
住
み

や
す
さ
」
が
話
題
に
な
り
ま
し
た
。
３
月
、
井

上
雄
彦
氏
が
伊
勢
神
宮
式
年
遷
宮
を
記
念
し

て
奉
納
さ
れ
た
墨
絵
『
承
』
の
特
別
公
開
に

１
万
１
、６
８
０
人
が
来
場
、
８
月
に
は
車
椅
子

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
日
本
代
表
の
合
宿
と
紅
白
試

合
も
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
若
者
が
中
心
に
な
り

活
動
す
る
市
公
認
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
イ
ー
サ
キ
ン

グ
」
の
知
名
度
が
全
国
規
模
に
近
づ
い
た
こ
と
や
、

次
世
代
を
担
う
人
材
育
成
を
目
指
し
て
開
講
し
た

平
田
大
一
氏
に
よ
る
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
「
平
田

塾
」
で
学
び
の
場
を
提
供
し
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か

に
、
創
立
１
０
０
周
年
を
迎
え
た
伊
佐
農
林
高
校

の
記
念
事
業
や
、
大
口
高
校
へ
の
活
性
化
支
援
事

業
な
ど
注
目
を
集
め
ま
し
た
。「
人
に
や
さ
し
い

ま
ち
づ
く
り
」
と
し
て
取
り
組
む
保
育
園
や
幼

稚
園
、
社
会
福
祉
施
設
な
ど
の
充
実
、
病
院
や

医
師
の
確
保
な
ど
が
評
価
さ
れ
、
住
み
よ
さ
ラ

ン
キ
ン
グ
（
東
洋
経
済
新
報
社
調
べ
）
で
県
内

1
位
は
名
誉
な
こ
と
で
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
人
口
減
少
社
会
の
未
来
を

描
い
た
「
地
方
消
滅
」
が
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な

る
ほ
ど
、
地
方
の
将
来
不
安
は
高
ま
っ
て
い
ま

す
。
伊
佐
市
の
未
来
の
た
め
に
、
皆
さ
ま
と
問

題
点
を
共
有
し
な
が
ら
危
機
を
突
破
し
、
若
者

に
は
大
胆
な
発
想
や
活
動
を
期
待
し
ま
す
。
わ

が
ま
ち
が
誇
る
自
然
や
歴
史
、
産
業
や
人
材
を

資
源
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
安
全
・
安
心
な
ま

ち
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
「
人
間
は
幸
せ
に
な
る
た
め
に
生
ま
れ
て
き

た
」
と
い
う
言
葉
が
大
好
き
で
す
。
心
が
穏
や

か
に
な
れ
る
と
こ
ろ
に
、
い
つ
も
神
様
仏
様
は

居
て
く
だ
さ
る
と
私
は
信
じ
ま
す
。
心
地
乾
浄

（
心
の
中
を
さ
っ
ぱ
り
と
き
れ
い
）
に
し
て
書

物
を
読
み
古
言
を
学
ぶ
が
ご
と
く
新
年
を
ス
タ

ー
ト
さ
せ
、「
人
は
常
に
菜
根
を
良
く
咬
ん
で

い
れ
ば
、あ
ら
ゆ
る
こ
と
は
な
し
と
げ
ら
れ
る
」

の
言
葉
の
よ
う
に
、
世
の
中
の
真
を
理
解
で
き

る
よ
う
な
『
幸
せ
』
な
住
み
よ
さ
を
求
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

去
年
今
年
巡
る
生
命
（
い
の
ち
）
の
有
難
さ

　
～
新
～



進
取
果
敢
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
市
民

の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か
し
い
新
年

を
迎
え
、
健
や
か
に
お
過
ご
し
の
こ
と
と
心
か
ら

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

わ
が
国
に
お
き
ま
し
て
は
、
一
昨
年
か
ら
安
倍

首
相
が
表
明
し
た
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
が
推
し
進
め
ら

れ
、
機
動
的
な
財
政
政
策
、
大
胆
な
金
融
緩
和
、

民
間
投
資
を
喚
起
す
る
成
長
戦
略
を
柱
に
デ
フ
レ

か
ら
の
脱
却
や
、
一
定
の
経
済
成
長
の
達
成
な
ど
、

日
本
経
済
の
再
生
を
め
ざ
し
て
き
ま
し
た
が
、
昨

年
４
月
１
日
、
17
年
ぶ
り
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
消

費
税
８
％
の
影
響
は
想
像
以
上
に
大
き
く
、
国
内

総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
は
大
き
く
落
ち
込
み
、
今
年

10
月
の
10
％
引
き
上
げ
は
先
送
り
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
昨
年
５
月
に
は
日
本
創
成
会
議
分
科
会
が

「
８
９
６
市
区
町
村
の
20
～
30
代
の
女
性
が
、
30

年
間
で
半
分
以
下
に
減
り
、
こ
の
う
ち
５
２
３
自

治
体
は
、
２
０
４
０
年
時
点
で
人
口
１
万
人
を
切

る
見
込
み
で
、
こ
れ
ら
の
自
治
体
の
運
営
は
難
し

く
な
り
将
来
消
滅
す
る
可
能
性
が
あ
る
」
と
大
変

シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
発
表
を
し
ま
し
た
。
こ
の
中
に

は
伊
佐
市
も
含
ま
れ
て
お
り
、
人
口
減
対
策
が
最

重
要
課
題
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
い
た
し
ま
し
た
。

　

さ
て
、
伊
佐
市
の
昨
年
の
出
来
事
と
し
ま
し
て

は
、
２
月
22
日
か
ら
３
月
２
日
に
か
け
て
本
市
出

身
の
漫
画
家
で
あ
る
井
上
雄
彦
氏
の
墨
絵
「
承
」

の
特
別
公
開
が
大
口
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で

あ
り
、
１
万
１
、６
８
０
人
の
方
が
鑑
賞
さ
れ
、

関
心
の
高
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
７
月
に

は
「
安
心
度
」「
利
便
度
」「
快
適
度
」「
富
裕
度
」

「
住
居
水
準
充
実
度
」
の
調
査
項
目
の
偏
差
値

で
順
位
を
決
め
る
、
全
国
都
市
「
住
み
よ
さ
ラ

ン
キ
ン
グ
」
２
０
１
４
（
東
洋
経
済
新
報
社
調

べ
）
で
伊
佐
市
が
鹿
児
島
県
内
１
位
に
輝
く
と

い
う
嬉
し
い
ニ
ュ
ー
ス
が
あ
り
ま
し
た
。

　

議
会
と
し
ま
し
て
は
、
９
月
定
例
会
に
お
い

て
議
会
に
お
け
る
最
高
規
範
で
あ
る
「
議
会
基

本
条
例
」
を
制
定
し
、
11
月
に
は
こ
の
議
会
基

本
条
例
に
基
づ
き
、
議
会
報
告
会
を
市
内
６
会

場
で
開
催
し
ま
し
た
が
、
思
う
よ
う
に
参
加
者

が
集
ま
ら
ず
、
議
会
の
役
割
や
活
動
報
告
を
広

く
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
後
は
多
く
の
方
に
参
加
い
た
だ
け
る
よ
う
に

事
業
所
や
各
団
体
で
の
開
催
も
積
極
的
に
取
り

入
れ
て
ま
い
り
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
の
期
待

に
応
え
る
べ
く
、
議
会
の
活
性
化
に
引
き
続
き

取
り
組
み
な
が
ら
、
進
取
果
敢
に
議
会
改
革
を

行
な
っ
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
が
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
幸

せ
で
実
り
多
く
、
大
い
な
る
飛
躍
の
年
と
な
り

ま
す
こ
と
を
心
よ
り
お
祈
り
し
、
新
年
の
ご
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。



2015
　新年は一年の健康を祈願する「鬼火焚き」か
らはじまる地域もあります。「いつでも行ける」
と思ってこれまで経験していない四季折々の年
中行事。伝統や文化に触れて、その時どきの季
節を楽しんでみましょう。知らなかった感動や
嬉しくなるような発見があるかもしれません。
※各イベントの開催時期等は変更になる場合も
　あります。
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８月上旬 花火大会
（湯之尾滝上流）

７月下旬 夏まつり
（伊佐市大口商店街）

１月３日  成人式
（大口ふれあいセンター）

 １月 11 日  出初式
（伊佐市陸上競技場）

１月 24 日・25 日 
 「氷の祭典」アイスカービング in 伊佐

（伊佐市文化会館前広場）

一年の健康を祈願して元旦から行う
地域もある「鬼火焚き」（各地域）

２月下旬から３月にかけて色鮮
やかにまちを彩るつるし雛「伊
佐の福かざり」（大口商店街）

毎年８月 15 日は平和の尊さ
を想う「伊佐市戦没者追悼式」
（伊佐市文化会館）
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3 月下旬 
忠元公園桜まつり

4 月中旬～５月上旬
湯之尾滝こいのぼり

（湯之尾滝）

5 月 3 日
いさドラゴンカップ

（菱刈カヌー競技場）

10 月第２日曜日
伊佐市民体育祭

（伊佐市陸上競技場）

11 月３日
伊佐市文化祭

（伊佐市文化会館ほか）

11 月中旬
伊佐ふるさとまつり

（菱刈農村公園）

11 月 23 日
・曽木の滝公園もみじ祭り
　（曽木の滝公園）

・湯之尾神舞（湯之尾神社）

問い合わせ先　伊佐ＰＲ課交流ＰＲ第１係　☎０９９５・２９・４１１３

忠元公園より少し早めにお花見するなら
・3月中旬に祭りもある「おきな草」
　（本城：柳野さん宅）
・日本最大「エドヒガン桜」（奥十曽）
・桜のようなバラ科の植物「カイドウ」
　（十曽わんぱく広場）

忠元公園の桜が終わると見頃なのは
・1万株の「スズラン」（白木富ケ岡）
・庭一面咲き誇る「芝桜」（羽月：棚﨑さん宅）
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行政からのお知らせ

問い合わせ先　健康増進課健康推進係 　☎�１３１１

問い合わせ先　伊佐ＰＲ課交流ＰＲ第１係　☎㉙４１１３
ピッ

結核検診を受診していない皆さまへ
　平成 26年度結核検診（レントゲン間接撮影）を次の日程で行います。前回受診していない人は、
受診してください。受診券がない人も無料で受診できます。
　なお、受診券に記載された日時で受診できない場合は、下表日程で都合のよい日時に受診してくだ
さい。レントゲン車による時間巡回ですので、時間厳守をお願いします。
対 象 者
　昭和 25年４月１日までに生まれた人で 65歳以上の人。
ただし、平成 26年４月以降受診済みの人や病院などで受診予定
の人、肺がん検診を受診した人は除きます。

◎検診結果の送付について　11 月 27 日～ 12 月 11 日に受診した人の検診結果については、再検   
　　　　　　　　　　　　　査の必要な人のみに１月中旬までに送付します。　

問い合わせ先　健康増進課健康推進係 　☎�１３１１

結核検診日程表
実施日 場　　　所 時　　　間 場　　　所 時　　　間

1 /19
（月）

 ドラッグストアモリ大口店     9:00 ～       9:10  石井公民館 11:10 ～ 11:20
 旧中央公民館跡（西冨士横）     9:20 ～       9:35  尾之上公民館 11:30 ～ 11:40
 旧大田グラウンドゴルフ場     9:45 ～       9:55  平出水上公民館 13:20 ～ 13:30
 上林商店倉庫（旧農協郡山出張所） 10:00 ～ 10:10  旧伊佐農協平出水支所 13:40 ～ 13:50
 小木原上中公民館 10:20 ～ 10:30  鳥巣上公民館 14:05 ～ 14:15
 山野基幹集落センター 10:50 ～ 11:00  大口元気こころ館（多目的ホール前） 14:30 ～ 14:50

1 / 20
（火）

 白ヶ谷（永野商店前）     9:00 ～       9:10  荒田下バス停留所前 13:00 ～ 13:10
 木ノ氏公民館     9:35 ～       9:45  本城校区集会施設 13:20 ～ 13:30
 篠原公民館     9:55 ～ 10:05  青木元地区教育集会所 13:40 ～ 13:50
 下目丸公民館 10:15 ～ 10:25  岩坪営農研修センター 14:00 ～ 14:10
 北さつま農協東支所 10:35 ～ 10:45  南永校区コミュニティセンター 14:20 ～ 14:30
 上市山集会施設 10:55 ～ 11:05  旧 JA 伊佐川南出張所 14:50 ～ 15:00
 田中上集会施設 11:20 ～ 11:30

1 / 21
（水）

 白木農村公園     9:00 ～       9:10  宮人公民館 11:20 ～ 11:30
 羽月地区公民館     9:20 ～       9:40  羽月西青少年センター 11:40 ～ 11:50
 金波田公民館     9:50 ～ 10:00  西太良地区コミュニティセンター 13:10 ～ 13:20
 北さつま農協駅前支所 10:10 ～ 10:20  田代公民館 13:30 ～ 13:40
 川西公民館 10:30 ～ 10:40  針持青少年センター 13:50 ～ 14:00
 北さつま農協曽木支所 10:50 ～ 11:00  下手下集会施設 14:20 ～ 14:30

1 / 22
（木）

 ひまわり館     9:10 ～       9:20  菱刈総合保健福祉センター（まごし館） 11:20 ～ 11:40
 猶原地区集会施設     9:30 ～       9:40  徳辺上集落センター 13:10 ～ 13:20
 湯之尾校区集会施設     9:50 ～ 10:00  田中ふるさと館 13:30 ～ 13:50
 築地集会施設 10:10 ～ 10:20  花北営農研修センター 14:00 ～ 14:10
 前目公民館 10:30 ～ 10:50  大口元気こころ館（多目的ホール前） 14:30 ～ 14:50
 前目麓営農研修センター 11:00 ～ 11:10
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月日 時間 実施団体 場所 時間 実施団体 場所

１月   １日

  6:30   崎山東自治会   公民館前 18:00   鳥巣上自治会   鳥巣上農道下水田
  6:30   崎山自治会   旧田中精米所前 18:00   宮人自治会   公民館前
  8:00   川岩瀬自治会   公民館近く 18:00   川西自治会   公民館近く
17:30   井立田自治会   新開橋付近 18:00   小谷自治会   線路跡横田んぼ
17:30   上松自治会   山野４番入口近く 18:00   西方自治会   長瀬精米左
18:00   中央自治会 18:00   田原自治会   黒木栄作宅前

１月   ２日
17:30   郡山自治会 18:00   小木原東自治会   諏訪神社近く
18:00   高塚自治会   吉原宅田んぼ 18:00   石井自治会   内村商店近く
18:00   水ノ手自治会

１月   ３日

     6:00   小川内自治会   小川内運動場 18:00   金波田自治会   金波田集会場前水田
17:30   八代自治会   公民館近く 18:00   堂崎自治会   堂崎研修館前水田
18:00   再生会   舟ノ川地区 18:00   尾之上自治会   広瀬橋近く
18:00   田代自治会   丸目宅前

１月   ４日
17:30   永池自治会   南永小下の田んぼ 18:00   本城小おやじの会   本城森山橋近く

17:30   湯之尾校区  コミュニティ協議会   鶴屋旅館裏の河川敷

１月   ７日 18:30   本町自治会   JA 北さつま山野近く

１月 10日 18:30   木ノ氏・上木ノ氏・  一ノ渡瀬・  山之口・陣之尾合同   木ノ氏公民館近く

　確定申告センターを次のとおり開設します。

◎期間中の税務署内では申告相談を受け付けていません。確定申告センターをご利用ください。
注）・加音ホール会場では、主にご自分でパソコンを使って申告書を作成していただきます。
　       ・確定申告期限（３月 16日）間際になりますと、会場は混雑し長時間お待ちいただくことにな
　　 ります。相談の必要な人は、早い時期に会場にお越しいただくことをお勧めします。

　国税庁のホームページ（www.nta.go.jp ）に掲載している「確定申告書等作成コーナー」
では、画面案内に従って金額等を入力することにより、所得税及び復興特別所得税・消費税
及び地方消費税・贈与税の確定申告書等を作成することができます。
　作成した確定申告書等は印刷して税務署へ郵送等により提出することができ、また、電子
申告等データを作成すれば、電子申告（ｅ－ Tax）により確定申告等を行うことができます。
　電子申告の詳細はｅ－ Tax ホームページ（www.e-tax.nta.go.jp ）をご覧ください。
　なお、ｅ－ Tax の利用開始のための手続、ｅ－ Tax ソフト、確定申告書等作成コーナー
及びその利用のためのパソコン操作などに関する問い合わせに電話で
対応する専門窓口（税務相談等を除く。）を設置しています。
専門窓口
ｅ－ Tax・作成コーナーヘルプデスク　☎０５７０・０１・５９０１

相談会場 日　程 時　間

　加音ホール 　２月 16日（月）～３月 16日（月）
　ただし、土曜日、日曜日を除く。 9:00 ～ 16:00

　大口元気こころ館 　２月 25日（水）～ 26日（木） 9:00 ～ 16:00

平成 26 年分の確定申告センターの開設

各自治会鬼火焚き情報

  〈国税庁ホームページで確定申告書等を作成できます〉  

問い合わせ先　加治木税務署　☎０９９５・６２・２１６１

問い合わせ先　企画政策課共生協働係　☎�１３１１

平成 26年 12月 15日現在
※情報提供のあった自治会を掲載しています。
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行政からのお知らせ

小
学
校
陸
上 

記
録
会
結
果

【
１
０
０
ｍ
走
】

▽
５
年
女
子

１
位　

堀
京
花
（
羽
月
）   　
　

15
秒
６

２
位　

藤
井
恋
白
（
大
口
）       

15
秒
８

3
位　

中
山
奈
生
（
大
口
）       

16
秒
０

▽
６
年
女
子

１
位　

山
元
鈴
音
（
田
中
）       
15
秒
２

２
位　

山
脇
琴
音
（
羽
月
）   　

15
秒
７

３
位　

本
田
真
悠
（
本
城
）       

15
秒
７

▽
５
年
男
子

１
位　

帖
佐
太
陽
（
羽
月
）       

15
秒
３

２
位　

山
下
渉
気
（
大
口
）       

15
秒
４

３
位　

森
貴
志
（
牛
尾
）       　

15
秒
５

▽
６
年
男
子

１
位　

田
中
悠
斗
（
本
城
）       

14
秒
０

２
位　

永
田
智
也
（
菱
刈
）  　

 

14
秒
１

３
位　

先
田
祥
伍
（
山
野
）        
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秒
３

【
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ｍ
ハ
ー
ド
ル
走
】

▽
６
年
女
子

１
位　

山
之
内
結
音
（
本
城
）
 10
秒
７

２
位　

德
留
亜
未
（
羽
月
）        

11
秒
７

３
位　

猩
々
紫
月
（
山
野
）       

11
秒
８

▽
６
年
男
子

１
位　

先
田
祥
伍
（
山
野
）       

10
秒
３

２
位　

原
良
田
伸
彦
（
大
口
）     

   10
秒
５

３
位　

池
内
尚
希
（
羽
月
）       

10
秒
８

【
８
０
０
ｍ
走
】

▽
５
年
女
子

１
位　

堀
京
花
（
羽
月
）   　
　

２
分
58
秒
３

２
位　

中
山
奈
生
（
大
口
）　    

２
分
58
秒
５

3
位　

福
永
結
喜
乃
（
曽
木
）    

３
分
00
秒
５

▽
６
年
女
子

１
位　

山
脇
琴
音
（
羽
月
）　    

２
分
53
秒
２

２
位　

林
あ
か
り
（
大
口
東
）
２
分
54
秒
３

３
位　

川
添
花
恋
（
田
中
）　    

２
分
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秒
１

【
１
０
０
０
ｍ
走
】

▽
５
年
男
子

１
位　

出
水
愛
翔
（
山
野
）　    

３
分
35
秒
８

２
位　

中
村
凌
也
（
湯
之
尾
）
３
分
36
秒
９

３
位　

下
津
曲
斗
真
（
大
口
東
）

 

３
分
37
秒
８

▽
６
年
男
子

１
位　

田
中
悠
斗
（
本
城
）　    
３
分
29
秒
０

２
位　

小
門
幹
宙
（
羽
月
）　    
３
分
32
秒
８

３
位　

永
吉
源
太
（
大
口
東
）
３
分
33
秒
４

【
走
り
幅
跳
び
】

▽
５
年
女
子

１
位　

藤
井
恋
白
（
大
口
）              

３
ｍ
41 
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２
位　

敷
根
有
莉
（
大
口
）              

３
ｍ
31 
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３
位　

有
満
万
結
香
（
平
出
水
）
３
ｍ
24 
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▽
６
年
女
子

１
位　

平
尾
弥
吏
（
大
口
）              

３
ｍ
46 

cm

２
位　

德
留
亜
未
（
羽
月
）              

３
ｍ
37 

cm

３
位　

渕
上
希
良
莉
（
大
口
）  　

  

３
ｍ
33 
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▽
５
年
男
子

１
位　

鮫
島
志
留
人
（
湯
之
尾
）
３
ｍ
98 

cm

２
位　

帖
佐
太
陽
（
羽
月
）              

３
ｍ
70 

cm

３
位　

上
石
坂
錬
（
大
口
）      　

 

３
ｍ
47 

cm

▽
６
年
男
子

１
位　

宮
原
翔
馬
（
田
中
）  　

 　

３
ｍ
89 

cm

２
位　
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野
拓
未
（
羽
月
）  　

 　

３
ｍ
89 

cm

３
位　

池
本
直
生
（
菱
刈
）   　
　

３
ｍ
86 

cm

【
走
り
高
跳
び
】

▽
５
年
女
子

１
位　

敷
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有
莉
（
大
口
）   　
　

１
ｍ
10 

cm

２
位　

上
田
美
咲
（
牛
尾
）   　
　

１
ｍ
10 

cm

３
位　

鹿
島
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（
菱
刈
）　　

    　

１
ｍ
10 

cm

▽
６
年
女
子

１
位　

南
園
悠
佳
（
羽
月
）   　
　

 

１
ｍ
15 

cm

２
位　

宮
永
莉
来
（
羽
月
）   　
　

１
ｍ
15 
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３
位　
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田
凜
（
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尾
）   　
　

１
ｍ
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▽
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１
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田
﨑
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司
（
大
口
）   　
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ｍ
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充
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（
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）　  

１
ｍ
05 
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ｍ
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▽
６
年
男
子

１
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（
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刈
）   　
　

１
ｍ
25 
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２
位　
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（
羽
月
）   　
　

１
ｍ
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田
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（
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ｍ
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▽
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１
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ｍ
78 
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（
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月
）　  
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ｍ
82 
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位　
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満
日
和
（
大
口
）    　
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ｍ
01 
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▽
６
年
女
子

１
位　

瀬
戸
口
矢
奈
（
羽
月
）   

47
ｍ
00 
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２
位　

内
村
涼
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（
湯
之
尾
）   

45
ｍ
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３
位　

猩
々
紫
月
（
山
野
）  　

  

39
ｍ
75 

cm

▽
５
年
男
子

１
位　

図
師
凌
人
（
湯
之
尾
）  

  48
ｍ
91 

cm

２
位　

野
添
海
（
曽
木
）    　

   

46
ｍ
51 

cm

３
位　

舟
ノ
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（
田
中
）  

45
ｍ
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▽
６
年
男
子

１
位　

池
内
尚
希
（
羽
月
）  　
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ｍ
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２
位　
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希
（
曽
木
）  　
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ｍ
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３
位　
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心
矢
（
大
口
） 　

  

47
ｍ
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【
４
０
０
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▽
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１
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大
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１
分
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秒
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２
位　

羽
月
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１
分
05
秒
８

３
位　

大
口
小　
　

１
分
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秒
２

▽
６
年
女
子

１
位　

羽
月
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１
分
03
秒
２

２
位　

本
城
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１
分
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秒
３

３
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大
口
東
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１
分
04
秒
２

▽
５
年
男
子

１
位　

大
口
東
小　

１
分
02
秒
９

２
位　

羽
月
小　
　

１
分
03
秒
１

３
位　

大
口
小　
　

１
分
04
秒
５

▽
６
年
男
子

１
位　

羽
月
小　
　
　
　

59
秒
０

２
位　

大
口
小　
　
　
　

59
秒
５

３
位　

菱
刈
小　
　
　
　

59
秒
８

新



ま ち
の 話 題

　12 月７日、「第 7回伊佐市ふれあい駅伝競走大会」が開催
され、羽月チームが２年連続で優勝しました。大会結果は次の
とおりです。

「羽月チーム連覇！」
伊佐市ふれあい駅伝

クラス優勝 Ａ：羽月　Ｂ：田中Ａ　Ｃ：湯之尾
躍進賞 湯之尾　　１分１秒短縮

※５・６区の個人タイムは、計
　時トラブルのため記録なしと
　なりましたことを、選手並び
　に校区関係者の皆さまに、深
　くお詫び申し上げます。

区間賞（敬称略）

    １区  出水大翔（山野）
    ２区  原水幸一（羽月）
    ３区  宮下賢（曽木）
    ４区  二渡海勢（田中Ａ）
    ５区  記録なし
    ６区  記録なし
    ７区  永井智大（大口東）
    ８区  清水麗奈（山野）
    ９区  吉野克彦（山野）
10 区  山脇琴音（羽月）
11 区  幸喜一真（菱刈）
12 区  南拓真（田中Ａ）
13 区  本田寿雄（田中Ａ）

9　　広報いさ  2015.01.01

ISA City Topics

ま ち
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①羽月　　１時間 19分 16秒 ⑧忠元　  　   1 時間 25分 00秒
②田中Ａ　１時間 19分 52秒 ⑨湯之尾 　1時間 25分 51秒
③大口東　１時間 21分 12秒 ⑩本城　 　 1 時間 29分 26秒
④山野　　１時間 21分 33秒 ⑪田中Ｂ 　 1 時間 32分 56秒
⑤大口中央　１時間 21分 48秒 ⑫牛尾　  　   1 時間 33分 52秒
⑥曽木　　     １時間 24分 23 秒 ⑬針持　  　   1 時間 35分 34秒
⑦菱刈　　１時間 24分 34秒

各チーム成績

明日の伊佐農業を考える　農業者の高齢化・後継者不足、環境問題・気候変動
によるリスクなど、食と農を取り巻く現状は、厳しい
言葉で語られることが多くなっています。
　そこで、農業経営者や関係者の意見・要望を聞いて
今後の施策に活かすため、11 月 21 日に菱刈環境改
善センターにおいて講演と討論会を開催、160 人の
参加がありました。
　講師：増原伸一氏（株式会社鹿児島経済研究所主席
研究員）　討論者〈敬称略〉：隈元新市長、猩々義秋（Ｊ
Ａ生産畜産常務）、田﨑善文（認定農業者の会会長）、
前田学（金山ねぎ振興会会長）、出水美代子（女性農
業者経営士）、山下仁（株式会社ドリームファーム代表）、政元愛人（農事組合法人下市山代表）
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ISA City Topics

田中小児童 校区内で発掘体験

　田中校区薬師原遺跡の発掘現場で 11 月
30 日、田中小学校の児童 25 人が発掘作業
を体験しました。児童たちは九州縄文研究会
代表の新東晃一さん（曽木出身）から発掘の
手順を聞いたあと４チームに分かれ、丁寧に
注意を払いながら挑みました。
　色や質の違う土の層が歴史の長さを物語り、
児童たちの探究心をかきたてます。固いもの
に当たり歓声をあげましたが世紀の大発見と
はならず、終了の合図に「まだやりたーい」
と溜息をもらしました。この楽しかった経験
が未来の発掘調査スペシャリストを誕生させ
るかもしれません。

大口明光学園おめでとう！
「Congratulations」

　大口明光学園中学３年の濱那奈さん（写真）
が、全日本中学校英語弁論大会の県予選を勝
ち抜き、12 月に行われた全国大会に出場し
ました。
　同校は、楽しみながら英語力アップに取り
組んでおり、積極的に英語で自分を表現でき
る生徒が増え、県の中学生英語ディベート大
会で優勝するなど見事な成績を残しています。
　指導する先生方の熱意と幅広く学べる環境
で、より一層のレベルアップを期待し、今後
の活躍が楽しみです。

大口小児童議会傍聴

　12 月 11・12 日、大口小６年生が社会科
の授業の一環として、２クラスおよそ 60人
が日替わりで傍聴に訪れました。議場入口で
注意事項をよく読んだあと、少し緊張した様
子で傍聴席に着きました。
　間近で見る議員と市長の真剣なやり取りに
じっと耳を傾け、熱心にメモをとっていまし
た。２日間で児童らは、「青少年健全育成と
地域福祉」、「中学校跡地の企業誘致」、「大口
高校等の高校振興策」などについて、傍聴し
ました。
　小学生には少し難しい内容だったかもしれ
ませんが、暮らしに係る政治について学び、
過ごしやすいまちづくりについて考える良い
機会になったのではないでしょうか。

 伊佐農林高校
「学校給食プロジェクト」

　今年度創立 100 周年を迎えた伊佐農林高
校が、記念事業の一環として伊佐市立学校給
食センターと行ったコラボ企画「学校給食プ
ロジェクト」。農林技術科と生活情報科の生
徒が、自ら作り育てた生産物を食材とした給
食を考案し、市内小中学校に 2,200 食を提
供しました。
　また平出水（写真）・針持・南永小では、
生徒が献立について説明し「美味しく食べて
ね」と呼びかけました。
〈献立〉農林ひのひかりごはん、伊佐農林め
　　　  ぐみ汁、農林黒豚の美味焼、キミっ
　　　  て白いねタマゴムース、更生之素
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県優秀教職員表彰

秋の叙勲「瑞宝単光章」
地方自治功労（元鹿児島県技術補佐員）

秋の叙勲「瑞宝双光章」
防衛功労（元１等陸尉）

竹下一正さん（上元町 ・73歳）

浜﨑泰さん（田中中 ・61歳）

秋の叙勲「瑞宝単光章」
消防功労（元伊佐市消防団副団長）

脇迫勉さん（重留東・67歳）

　次の方がそれぞれの分野で功績が認められ受章されました。おめでとうございます。

村部誠教諭（本城小・38歳）

「大きくな～れ」稚魚放流

　紅葉保育園の園児が 11 月 28 日、曽木の
古川橋付近でフナの稚魚 20kg を放流しまし
た。これは自然と触れ合い環境保護の大切さ
を学んでもらうことを目的に、川内川上流漁
業協同組合が実施しているもので、上流の湧
水町を始まりに鶴田ダムでも行いました。
　バケツの中を覗きこんで目を輝かせる園児
たちは、「大きくな～れ」とゆっくり、優し
く稚魚を川に送りだしました。

曽木の滝公園もみじ祭り

　11月 23日、第 53回もみじ祭りが曽木の
滝公園で開催されました。11 月とは思えな
い暖かさと快晴で、市内外からこれまでにな
いほど多くの来場がありました。
　学生などによるステージイベントをはじめ、
特産品販売や野点茶会で会場は賑わいました。
　公園内のもみじはこの日に合せたように美
しく紅葉し、その光景を写真におさめる人の
姿が多く見られました。
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男
女
共
同
参
画
社
会

問
い
合
わ
せ
先　

企
画
政
策
課
共
生
協
働
推
進
係　

☎
�
１
３
１
１

　
「
男
女
共
同
参
画
」
は
、男
性
に
と
っ

て
も
生
き
が
い
の
あ
る
社
会
を
め
ざ
す

う
え
で
重
要
な
課
題
で
す
。

　

男
性
の
仕
事
と
暮
ら
し
に
関
し
て
何

が
変
化
し
何
が
変
化
し
て
い
な
い
か
紹

介
し
ま
す
。

　

ま
ず
、
大
き
く
変
化
し
た
こ
と
は
、

典
型
的
と
言
え
る
家
族
類
型
が
な
く

な
っ
た
こ
と
で
す
。「
夫
婦
と
子
供
」

か
ら
成
る
世
帯
の
割
合
を
、「
単
独
」

世
帯
が
逆
転
し
、「
３
世
代
等
」
の
世

帯
が
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

変
化
し
た
こ
と
の
２
点
目
と
し
て
、

男
性
が
外
で
働
き
女
性
が
家
庭
を
守
る
、

と
い
う
性
別
分
業
ス
タ
イ
ル
が
多
数
派

で
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
の
背

景
と
し
て
、
男
性
の
就
業
を
取
り
巻
く

環
境
の
変
化
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
若
い

世
代
ほ
ど
非
正
規
雇
用
者
の
割
合
が
高

く
な
っ
て
い
る
こ
と
と
、
男
性
の
賃
金

の
減
少
傾
向
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
男
女
と
も
女
性
の
就
業
を
肯

定
的
に
考
え
る
割
合
が
増
え
て
お
り
、

特
に
若
年
層
に
お
い
て
は
、
性
別
役
割

黄
色
い
リ
ボ
ン
�
「
変
わ
り
ゆ
く

男
性
の
仕
事
と
暮
ら
し
」

１
１
０
番
だ
よ
り

１
月
10
日
は
「
１
１
０
番
の
日
」

「１」…  いち早く

正確に伝えて
ください

…  いそがず慌てず

…  れい静に

「１」
「０」

問
い
合
わ
せ
先　

伊
佐
警
察
署　

☎
�
０
１
１
０

　

１
１
０
番
は
皆
さ
ん
の
身
近
で
事

件
・
事
故
が
発
生
し
た
場
合
の
緊
急
ダ

イ
ヤ
ル
で
す
。
不
幸
に
し
て
事
件
や
事

故
に
遭
っ
た
と
き
や
見
た
と
き
は
、
た

め
ら
わ
ず
に
１
１
０
番
を
し
て
く
だ
さ

い
。
１
１
０
番
が
早
け
れ
ば
早
い
ほ
ど

犯
人
を
捕
ま
え
る
確
率
が
高
く
な
り
、

被
害
の
拡
大
防
止
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

１
１
０
番
通
報
の
ポ
イ
ン
ト

　

通
報
の
際
は
落
ち
着
い
て
、「
迅
速
」・

「
正
確
」
な
通
報
を
心
が
け
、
担
当
警

察
官
の
質
問
に
答
え
て
く
だ
さ
い
。

○
何
が
あ
っ
た
か
（
事
件
・
事
故
）

分
担
に
関
す
る
意
識
は
男
女
で
は
ほ
と

ん
ど
差
が
見
ら
れ
な
く
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
世
帯
構
造
や
男
性
の

就
業
環
境
が
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す

が
、
男
性
の
働
き
方
や
家
事
活
動
へ
の

参
加
に
は
、
今
の
と
こ
ろ
劇
的
な
変
化

は
見
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

長
時
間
労
働
の
抑
制
な
ど
の
働
き
方

の
見
直
し
に
よ
っ
て
、
男
性
に
と
っ
て

も
地
域
や
家
庭
へ
参
画
し
や
す
い
環
境

づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
る
、
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

参
考
：
内
閣
府
平
成
26
年
版
男
女
共
同

参
画
白
書
の
公
表

１
月
の
「
女
性
サ
ロ
ン
室
」

　

あ
な
た
が
自
分
ら
し
く
生
き
る
た
め

に
、
一
緒
に
考
え
ま
す
。

開
催
日　

１
月
14
日
（
水
）・
21
日
（
水
）

時　

間　

13
時
30
分
～
16
時

場　

所　

大
口
仲
町
旧
安
楽
ヨ
シ
子
様
宅

女
性
サ
ロ
ン
室
連
絡
先

☎
０
９
０
・
３
０
１
６
・
３
６
６
０

○
い
つ
、
ど
こ
で
あ
っ
た
か
（
時
間
・

　

場
所
）

○
犯
人
の
人
相
、
着
衣
、
逃
走
方
向
、

　

車
の
特
徴

○
あ
な
た
の
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号

１
１
０
番
通
報
に
お
け
る
お
願
い

　

１
１
０
番
は
緊
急
電
話
で
す
。
間
違

い
電
話
等
に
注
意
し
、
い
た
ず
ら
は
や

め
ま
し
ょ
う
。

※
間
違
っ
て
か
け
て
し
ま
っ
た
場
合
は

　
「
間
違
え
た
」と
一
言
お
話
く
だ
さ
い
。

※
相
談
事
や
問
い
合
わ
せ
な
ど
急
を
要

　

し
な
い
も
の
は
、
最
寄
り
の
警
察
署

　

の
相
談
窓
口
や
警
察
本
部
の
相
談
番

　

号
「
＃
９
１
１
０
」
を
利
用
し
ま
し

　

ょ
う
。
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問
い
合
わ
せ
先　

健
康
長
寿
課
健
康
推
進
係　

☎
�
１
３
１
１

　

日
頃
か
ら
献
血
に
ご
協
力
い

た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。 

 

　

  

　

近
年
、
医
療
現
場
に
お
い
て

は
免
疫
反
応
な
ど
の
輸
血
後
副

作
用
の
危
険
性
を
限
り
な
く
予

防
す
る
観
点
か
ら
、
４
０
０
ml

献
血
の
需
要
が
さ
ら
に
高
ま
っ

て
い
ま
す
。 

 
 

　

冬
期
は
全
国
的
に
献
血
量
が

減
少
し
、
不
足
が
ち
に
な
り
ま

す
。
安
定
し
た
血
液
供
給
の
た

め
に
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
引
き

続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

　

今
後
の
献
血
を
実
施
す
る
日

程
等
は
随
時
、
広
報
紙
等
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（単位：人）

年　　齢　男性17歳～ 69歳
　　　　　女性18歳～ 69歳
体　　重　男性・女性とも
　　　　　50kg 以上
献血間隔　男性 12週間以上
　　　　　女性 16週間以上
年間献血回数
　男性 3回以内、女性２回以内
年間総献血量
　男性 1,200ml、女性 800ml
血　　圧
　最高血圧 90mmHg以上
そ の 他
　医師が異常なしと認めた人

400ml献血の基準

伊佐市の献血実施場所（回数）

　市役所・保健所  （４回） 　スーパー　      （４回）
　警察・消防　　  （４回） 　病院・施設（５回）
　学校　　　          （１回） 　事業所など（５回）

（平成26年10月末日現在）

（平成26年10月末日現在）

伊佐市における年代別男女別献血者数

200ml
男

200ml
女

400ml
男

400ml
女 計

16 ～ 19 歳 0  ３ ０ ２ ５ 
20 ～ 29 歳 0  0  37  13  50 
30 ～ 39 歳 0  １ 62  23  86 
40 ～ 49 歳 0  0  92  33  125 
50 ～ 59 歳 0  0  80  37  117 
60 ～ 69 歳 0  0  53  16  69 

合　計 0  4  324  124  452 

伊佐市の献血者数 （単位：人）

（平成26年10月末日現在）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計 目標数

平成 23年度 42 37 63 51 49 35 0 47 48 32 35 59 498 770

平成 24年度 32 41 75 58 49 40 0 46 64 61 61 130 657 760

平成 25年度 41 82 52 91 41 65 22 27 86 43 104 178 832 720
平成 26 年度 52 51 70 91 45 107 36 － － － － － 452 710

献血バス運行スケジュー
ルは、ホームページ（ht
tp://www.bc9.org/bus/
archives/7）でも確認で
きます。
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南三陸だより
Vol. 33

　

　

レ シ ピ

〈作り方〉　
①文旦の青い皮をむき、白いところを６～８切
　れにして、一晩水につけてさらす。
②①を新しい水で皮が透明になるまで煮て、繊
　維が見え始めたら取り出し、水で充分に洗う。
　（苦味を取る）
③鍋に②と水を再び入れ、２分ほど茹でてざる
　に取り出し、かるく手で押して水気をきる。
④鍋に分量の水と砂糖 100g を入れて煮溶かし、
　③を加えて煮詰め、残りの 250g を加え、水
　気がなくなるまで煮詰める。
⑤ざるにあげ、人肌より少し冷めたら砂糖をま
　ぶす。

生
Vol.51

「食べた後の皮を使って…」

　

宮
城
県
内
有
数
の
鮭
の
水
揚

げ
を
誇
る
南
三
陸
町
で
は
、
毎

年
、
秋
鮭
の
遡そ
じ
ょ
う上
に
あ
わ
せ
て

町
内
を
流
れ
る
河
川
に
捕
獲
用

の
仕
掛
け
が
取
り
付
け
ら
れ
ま

す
。
遡
上
し
た
鮭
は
採
卵
用
と

し
て
捕
獲
さ
れ
、
採
取
さ
れ
た

イ
ク
ラ
（
卵
）
は
来
春
放
流
す

る
た
め
に
、
人
口
ふ
化
を
経
て

稚
魚
と
し
て
育
て
ら
れ
ま
す
。

放
流
さ
れ
た
稚
魚
は
海
洋
を
渡

り
４
年
後
に
母
川
に
戻
っ
て
来

る
と
い
わ
れ
ま
す
。

　

今
年
は
平
成
23
年
の
春
に
放

流
さ
れ
た
稚
魚
が
回
帰
の
中
心

に
な
り
ま
す
が
、
震
災
の
影
響

で
ふ
化
場
が
壊
滅
し
た
た
め
に

放
流
量
が
少
な
く
、
近
海
で
の

水
揚
げ
の
減
量
や
採
卵
用
の
鮭

を
確
保
で
き
る
か
懸
念
さ
れ
て

い
ま
す
。
南
三
陸
の
主
要
な
水

産
物
の
一
つ
で
あ
る
鮭
の
水
揚

げ
は
、
回
復
し
つ
つ
あ
る
水
産

業
の
さ
ら
な
る
復
活
と
な
る
た

め
、
故
郷
の
川
を
埋
め
尽
く
す

大
量
の
遡
上
が
待
た
れ
ま
す
。

　

震
災
後
４
度
目
の
正
月
を
仮

設
住
宅
で
迎
え
る
被
災
者
が
、

今
も
な
お
数
多
く
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
。
仮
設
住
宅
は
一
定
の

設
備
は
整
っ
て
い
る
も
の
の
ほ

と
ん
ど
が
プ
レ
ハ
ブ
造
り
で
あ

る
た
め
気
候
へ
の
対
応
や
騒
音

対
策
な
ど
十
分
な
環
境
と
は
い

え
ず
、
ま
た
生
活
す
る
う
え
で

多
く
の
制
約
や
気
遣
い
が
あ
り
、

ス
ト
レ
ス
を
抱
え
る
ケ
ー
ス
も

多
く
あ
る
と
聞
き
ま
す
。

　

高
台
移
転
の
団
地
造
成
や
住

宅
再
建
、
災
害
公
営
住
宅
の
整

備
は
着
実
に
進
ん
で
き
て
い
ま

す
が
、
仮
設
で
暮
ら
し
て
い
る

方
々
が
希
望
を
持
ち
安
心
し
て

一
日
で
も
早
く
再
建
で
き
る
こ

と
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

（
木
ノ
上
勝
志
）

〈材　料〉12 切れ分
文旦の皮　　300g
水　　　　　１カップ
砂糖　　　　350g

採卵の様子
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日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３

４ ５ ６ ７ ８ ９ 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30 31

図書館へようこそ
Welcome to Library

問い合わせ先
大口図書館（大口ふれあいセンター内）　　　　　　　☎�０４１７
菱刈図書館（菱刈ふるさといきがいセンター内）　　　☎�３０００

【今月の新刊本】

　  は休館日
　  はイベント
※大口図書館は蔵書点検のため 10 日
　まで休館
開館時間　火 ～ 土：９時～ 18時
　　　　　日・祝日：９時～ 17時

【おすすめの一冊】（新刊全点案内より引用）

児  童 一  般

　ちょうちょが飛ぶと
き、鳩時計が 12 時を
告げるとき、猫が動き
出すとき、角砂糖が紅
茶に溶けるとき、そし
て少女に呼びかけると
き。時が止まる瞬間を
描く美しい絵本。

　もし恋というものが、
相手の持っている時間
と自分の時間を重ね合
わせたいと願うものな
ら、あのとき僕はもう、
恋をしていたのだ…。
少女の揺らぐ性の兆し。
少年の淡い恋心…。

まばたき　穂村弘

（出版：岩崎書店） （出版：新潮社）

夜の木の下で　湯本香樹実

【　児　童　】
ルゥルゥおはなしして たかどのほうこ
おばあちゃんのななくさがゆ 野村たかあき
てぶくろのふたご 二宮由紀子
としょかんねずみ４ はくぶつかんのひみつ ダニエル・カーク

【　一　般　】
逢魔 唯川恵
誤断 堂場瞬一
暗黒寓話集 島田雅彦
GOSICK － BLUE － 桜庭一樹

【イベント情報】
ふれあいメルヘンひろば
日　時　１月 24日（土）10:30 ～ 11:00
場　所　大口図書館
内　容　図書館ボランティア「ぎんなん」による大型絵本
　　　　や紙芝居の読み聞かせ

○

【１月の図書館カレンダー】

○
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伊佐市からのお知らせ

お
知
ら
せ

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

１
月
の
ご
み
収
集
日
変
更

感
電
事
故
防
止

ミ
ツ
バ
チ
を
飼
養
し
て
い
る
人
へ

当
初
予
算
市
長
ヒ
ア
リ
ン
グ
公
開

　

来
年
度
に
実
施
す
る
事
業
の
内
容
や
必
要

な
予
算
を
検
討
す
る
過
程
を
、
市
民
の
皆
さ

ん
に
も
知
っ
て
も
ら
う
た
め
「
当
初
予
算
市

長
ヒ
ア
リ
ン
グ
」
を
公
開
し
ま
す
。

日　
　

程　

1
月
7
日
（
水
）
～
9
日
（
金
）

場　
　

所　

大
口
庁
舎
大
会
議
室

　

ヒ
ア
リ
ン
グ
の
時
間
割
等
に
つ
い
て
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

財
政
課
財
政
係　
　
　
　
　

☎
�
１
３
１
１

　

平
成
25
年
１
月
の
「
養
蜂
振
興
法
」
改
正 

に
よ
り
、
ハ
チ
ミ
ツ
等
を
販
売
す
る
目
的
以 

外
に
ミ
ツ
バ
チ
を
飼
養
し
て
い
る
人
も
届
出 

が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

　

伊
佐
養
蜂
組
合
の
会
員
以
外
で
該
当
す
る

人
は
、
１
月
30
日
（
金
）
ま
で
に
農
政
課
畜

産
係
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先 

農
政
課
畜
産
係　
　
　
　
　

☎
�
１
３
１
１

　

自
治
会
用
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
燃
え
な

い
ご
み
（
赤
袋
）、
資
源
ご
み
（
緑
袋
・
黄

袋
・
雑
誌
類
）
の
収
集
日
が
１
回
目
の
木
・

金
曜
日
に
該
当
す
る
地
区
は
、
収
集
日
が
翌

週
に
変
更
に
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、各
家
庭
に
配
布
し
て
あ
る「
平

成
26
年
度
ご
み
収
集
日
程
表
」
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

◆
家
庭
ご
み
の
焼
却
は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て

　

い
ま
す
。
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
の
発
生
の
原
因

　

や
近
所
の
迷
惑
に
な
り
ま
す
の
で
や
め
ま

　

し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

環
境
政
策
課
環
境
保
全
係　

☎
�
１
０
６
０

　

国
民
年
金
は
、
老
後
の
生
活
や
い
ざ
と
い

う
と
き
の
生
活
を
、
現
役
世
代
み
ん
な
で
支

え
合
う
た
め
の
制
度
で
す
。
国
内
に
居
住
す

る
20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
人
は
、
国
民
年
金

に
加
入
し
、
国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

※
厚
生
年
金
保
険
加
入
者
や
共
済
年
金
加
入

　

者
、
ま
た
は
そ
の
配
偶
者
に
扶
養
さ
れ
て

　

い
る
人
は
除
く
。

国
民
年
金
（
基
礎
年
金
）
の
３
つ
の
メ
リ
ッ

ト①
老
後
の
生
活
を
支
え
ま
す
。

（
老
齢
基
礎
年
金
）

②
病
気
や
事
故
で
障
が
い
が
残
っ
た
と
き
に

　

支
え
ま
す
。　
　
　
　
（
障
害
基
礎
年
金
）

③
加
入
者
が
亡
く
な
っ
た
と
き
、
子
の
あ
る

　

配
偶
者
や
、
子
を
支
え
ま
す
。

（
遺
族
基
礎
年
金
）

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
と
「
若
年
者
納
付

猶
予
制
度
」

　

所
得
が
少
な
い
た
め
、
国
民
年
金
の
保
険

料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
人
に
は
、「
学

生
納
付
特
例
制
度
」（
学
生
の
み
）、「
若
年

者
納
付
猶
予
制
度
」（
30
歳
未
満
）
な
ど
の

○
電
線
の
近
く
で
凧
揚
げ
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

○
電
柱
・
鉄
塔
に
昇
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

○
切
れ
た
電
線
に
は
絶
対
に
触
れ
な
い
で
く

　

だ
さ
い
。

○
ク
レ
ー
ン
車
や
重
機
は
電
線
に
注
意
し
ま

　

し
ょ
う
。

　

切
れ
た
り
、
た
れ
下
が
っ
た
電
線
を
見
つ

け
た
ら
、
九
州
電
力
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

九
州
電
力
株
式
会
社
霧
島
営
業
所　
　
　
　

☎
０
１
２
０
・
９
８
６
・
８
０
３

保
険
料
納
付
猶
予
制
度
が
あ
り
ま
す
。
ど
ち

ら
の
制
度
も
、
申
請
し
た
期
間
が
保
険
料
納

付
猶
予
期
間
と
し
て
承
認
さ
れ
れ
ば
、
老
齢

基
礎
年
金
を
受
け
取
る
た
め
の
期
間
に
算
入

さ
れ
ま
す
が
、
年
金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
収
入
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
保
険
料
の
納
付
が
可
能
と
な
れ
ば
、「
追

納
制
度
」
を
ご
利
用
い
た
だ
い
て
、
将
来
受

け
取
る
年
金
を
増
額
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

市
民
課
市
民
係　
　
　
　
　

☎
�
１
３
１
１

日　
　

時　

２
月
22
日
（
日
）
11
時
～
16
時

場　
　

所

　

Ｊ
Ｒ
博
多
シ
テ
ィ
９
階
Ｊ
Ｒ
九
州
ホ
ー
ル

　

福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
中
央
街
１
番
１
号

大
学
通
信
教
育
合
同
入
学
説
明
会

　

毎
年
１
月
18
日
は
１
１
８
番
の
日
で
す
。

　

次
の
よ
う
な
場
合
に

は
１
１
８
番
に
通
報
し

て
く
だ
さ
い
。

○
海
難
人
身
事
故
に
遭

　

遇
ま
た
は
目
撃

○
油
の
排
出
等
を
発
見

○
不
審
な
船
を
発
見

○
密
航
・
密
輸
事
犯
等
の
情
報
を
入
手

問
い
合
わ
せ
先

串
木
野
海
上
保
安
部

☎
０
９
９
６
・
３
２
・
２
２
０
５

海
の
「
も
し
も
」
は
１
１
８
番

海の「もしも」は１１８番
毎年１月１８日は１１８番の日です。

次のような場合には１１８番に通報してください。
・海難人身事故に遭遇した、または目撃した。
・油の排出等を発見した。
・不審な船を発見した。
・密航・密輸事犯等の情報を得た。 など

愛します！守ります！西薩摩の海
串木野海上保安部
〒８９６－００３６
鹿児島県いちき串木野市浦和町５４－１
管理課 ０９９６－３２－２２０５

串木野海上保安部は海を愛する人のバディです

©JCGF

海
上
保
安
庁
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

う
み
ま
る
う
ー
み
ん

▽
中
学
入
試
Ａ
日
程　

１
月
５
日
（
月
）

▽
中
学
入
試
Ｂ
日
程　

１
月
24
日
（
土
）

▽
高
校
一
般
入
試　
　

１
月
27
日
（
火
）

※
出
願
期
間
、
試
験
会
場
な
ど
に
つ
い
て
は

大
口
明
光
学
園
中
学
校
・
高
等
学
校

入
試
日
程

　

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

大
口
明
光
学
園
中
学
校
・
高
等
学
校

☎
�
０
６
０
９

w
w
w
.okuchim

eiko.ac.jp
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県
営
住
宅
入
居
順
位
登
録
抽
選
会

２
０
１
５
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス

に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

農
林
業
セ
ン
サ
ス
は
、
わ
が
国
農
林
業
の

生
産
構
造
、
就
業
構
造
を
明
ら
か
に
す
る
と

と
も
に
、
農
山
村
の
実
態
を
総
合
的
に
把
握

し
、 

農
林
行
政
の
企
画
・
立
案
・
推
進
の
た

め
の
基
礎
資
料
を
作
成
し
、
提
供
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
5
年
ご
と
に
農
林
水
産
省

が
行
う
調
査
で
す
。 

　

12
月
末
か
ら
１
月
に
か
け
て
、
農
林
業
を

営
ん
で
い
る
皆
さ
ん
の
と
こ
ろ
に
調
査
員
が

訪
問
し
て
、
調
査
票
に
２
月
１
日
現
在
の
農

林
業
の
経
営
状
況
な
ど
に
つ
い
て
記
入
を
依

頼
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
調
査
票
に
記
入
さ
れ
た
事
項
に
つ

　

県
の
特
産
品
と
し
て
、
黒
牛
や
黒
豚
、
黒

酢
な
ど
「
か
ご
し
ま
の
黒
」
が
全
国
か
ら
注

目
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
黒
と
い
う
色
に
着

目
し
、
本
県
の
自
然
や
産
業
を
紹
介
し
ま
す
。

開
催
期
限　

３
月
１
日
（
日
）

場　
　

所　

県
立
博
物
館
１
階
企
画
展
示
室

入
場
料　

無
料

問
い
合
わ
せ
先

県
立
博
物
館　☎

０
９
９
・
２
２
３
・
６
０
５
０

　

県
姶
良
・
伊
佐
地
域
振
興
局
で
は
、
平
成

27
年
度
に
県
営
住
宅
の
入
居
を
希
望
す
る
人

の
空
き
家
待
ち
順
位
登
録
の
公
開
抽
選
を
次

の
と
お
り
行
い
ま
す
。

　

入
居
を
希
望
す
る
人
は
、
㈱
南
日
ホ
ー
ム

大
口
支
所
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
こ
の
募
集
は
、
抽
選
に
よ
り
決
定

さ
れ
た
登
録
順
位
に
従
っ
て
空
き
家
の
紹
介

を
す
る
も
の
で
あ
り
、
即
ま
た
は
必
ず
入
居

で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

申
込
書
の
配
布
・
受
付
期
間

　

２
月
２
日
（
月
）
～
23
日
（
月
）

抽
選
日　

３
月
５
日
（
木
）
10
時

公
開
抽
選
の
場
所

　

鹿
児
島
県
姶
良
・
伊
佐
地
域
振
興
局
伊
佐

庁
舎
２
階
小
会
議
室

申
込
書
配
布
・
問
い
合
わ
せ
先

県
立
博
物
館
企
画
展

「
か
ご
し
ま
の
黒
に
せ
ま
る
」

募　
　

集

県
営
住
宅
指
定
管
理
者
㈱
南
日
ホ
ー
ム
大
口

支
所　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
�
３
８
７
０

対　
　

象　

一
般
お
よ
び
高
校
生

入
場
料　

無
料

※
参
加
申
込
不
要
、
入
退
場
自
由

参
加
校　

47
校

内　
　

容

　

各
大
学
、
大
学
院
、
短
期
大
学
別
の
相
談

コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
希
望
す
る
大
学
の
教
職

員
か
ら
講
義
内
容
・
学
習
方
法
・
受
講
手
続

き
等
に
つ
い
て
、
直
接
相
談
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

公
益
財
団
法
人
私
立
大
学
通
信
教
育
協
会

☎
０
３
・
３
８
１
８
・
３
８
７
０

　

県
姶
良
・
伊
佐
地
域
振
興
局
が
行
う
河
川

工
事
の
建
設
発
生
土
を
受
け
入
れ
る
候
補
地

を
公
募
し
ま
す
。

工
事
箇
所

▽
一
級
河
川　

市
山
川
（
大
口
原
田
）

▽
一
級
河
川　

重
留
川
（
菱
刈
重
留
）

▽
一
級
河
川　

十
曽
川
（
大
口
小
木
原
）

▽
一
級
河
川　

田
中
川
（
菱
刈
田
中
）

▽
一
級
河
川　

平
出
水
川
（
大
口
平
出
水
）

▽
一
級
河
川　

水
之
手
川
（
大
口
目
丸
）

▽
一
級
河
川　

青
木
川
（
大
口
青
木
）

▽
一
級
河
川　

井
立
田
川
（
大
口
猩
々
）

▽
一
級
河
川　

小
川
内
川
（
大
口
小
川
内
）

▽
一
級
河
川　

境
川
（
菱
刈
川
北
）

河
川
工
事
に
伴
う
建
設
発
生
土
の
無

償
受
け
入
れ
候
補
地
の
公
募

▽
一
級
河
川　

針
持
川
（
大
口
曽
木
）

▽
一
級
河
川　

山
之
口
川
（
大
口
篠
原
）

▽
一
級
河
川　

雁
川
川
（
大
口
篠
原
）

対　
　

象　

法
人
・
個
人
は
問
い
ま
せ
ん
。

公
募
期
間

　

１
月
５
日
（
月
）
～
２
月
27
日
（
金
）

申
込
方
法

　

県
建
設
部
伊
佐
市
駐
在
（
県
伊
佐
庁
舎
）

に
あ
る
申
込
書
を
提
出
く
だ
さ
い
。

受
入
条
件

①
受
け
入
れ
は
無
償

②
受
け
入
れ
土
量
は
原
則
と
し
て
１
、
０
０

　

０
㎥
以
上

③
法
令
上
の
問
題
（
農
地
法
・
林
地
法
等
の

　

許
可
の
取
得
）

　

※
土
砂
の
搬
入
に
よ
り
、
農
地
の
用
途
が

　
　

変
わ
る
場
合
に
は
農
業
委
員
会
に
届
け

　
　

出
が
必
要

④
大
型
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
（
10
ｔ
車
）
で
の

　

搬
入
が
可
能

⑤
建
設
発
生
土
の
土
質
的
条
件
は
指
定
で
き

　

な
い

⑥
建
設
発
生
土
の
運
搬
の
み
（
県
で
整
地
転

　

圧
は
実
施
し
ま
せ
ん
。）

※
そ
の
他
疑
義
が
あ
る
場
合
は
協
議
し
ま
す
。

決
定
方
法

　

申
請
場
所
や
諸
条
件
、
事
業
の
効
率
性
等

を
検
討
し
て
選
定
し
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

県
建
設
部
伊
佐
市
駐
在
（
県
伊
佐
庁
舎
）

☎
�
５
１
６
４

い
て
は
、
統
計
以
外
の
目
的
に
は
使
用
さ
れ

ま
せ
ん
の
で
、
安
心
し
て
ご
回
答
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

企
画
政
策
課
政
策
第
1
係　

☎
�
１
３
１
１

未来の農林業を育てる統計調査が始まります。

「つっちー」

あなたの答えで
未来に大きな実がなる
農林業のタネを育てましょう！

農林業センサス

2月１
日平成2

7年

つっちー
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伊佐市からのお知らせ

タケシタの家造り 検索

広告

H     P   http://takeshitanoie.jp
e-mail ytake@takeshitanoie.jp

住所 : 伊佐市大口小木原８９９

新 築・リフォームなど、お気軽にご相談下さい。

TEL：0995-22-0425

建築設計・施工・製材・不動産
建材・サッシ・浄化槽・太陽光発電等

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
で
は
、
通
信
制
の
高
等
学
校

普
通
科
、
福
祉
教
育
、
生
涯
学
習
通
信
講
座

の
生
徒
・
受
講
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ま

ず
は
、
無
料
の
案
内
書
を
請
求
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.n-gaku.jp

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

請
求
・
問
い
合
わ
せ
先

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
広
報
・
学
習
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
４
２
・
５
７
２
・
３
１
５
１

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
通
信
制
の
生
徒
募
集

勤
務
先

　

農
業
委
員
会
事
務
局
（
菱
刈
庁
舎
）

業
務
内
容

農
地
相
談
員
募
集

○
農
地
法
関
係
の
相
談
業
務

○
農
地
の
有
効
利
用
を
図
る
た
め
の
相
談
業

　

務
○
遊
休
農
地
の
調
査
・
指
導

○
そ
の
他
農
業
委
員
会
長
が
必
要
と
認
め
る

　

業
務

勤
務
日
数　

原
則
と
し
て
月
20
日

勤
務
時
間　

８
時
30
分
～
17
時
15
分

賃　
　

金　

日
額
６
、
０
０
０
円

休　
　

暇　

別
に
定
め
る
。

社
会
保
障

　

健
康
保
険
・
厚
生
年
金
・
雇
用
保
険

待　
　

遇　

伊
佐
市
臨
時
職
員

応
募
資
格

○
昭
和
29
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人

　

で
、
市
内
に
居
住
す
る
人

○
普
通
自
動
車
運
転
免
許
取
得
者

○
パ
ソ
コ
ン
操
作
（
エ
ク
セ
ル
・
ワ
ー
ド
等
）

　

が
で
き
る
人
（
入
力
業
務
等
）

募
集
人
員　

１
人

採　
　

用　

２
月
１
日
～
３
月
31
日

※
翌
年
度
は
、
平
成
27
年
４
月
１
日
～
平
成

　

28
年
３
月
31
日
（
１
年
間
）

選
考
方
法　

面
接

面
接
日
時　

詳
細
に
つ
い
て
は
後
日
連
絡

応
募
手
続

　

自
筆
の
履
歴
書
（
市
販
の
も
の
に
上
半
身

写
真
貼
付
）
を
農
業
委
員
会
事
務
局
（
菱
刈

庁
舎
）
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
限　

１
月
20
日
（
火
）
17
時

※
郵
送
の
場
合
は
同
日
必
着

訓
練
科
目　

室
内
造
形
科
・
建
築
工
学
科

募
集
期
限　

１
月
16
日
（
金
）

応
募
資
格

▽
室
内
造
形
科

　

義
務
教
育
修
了
程
度
以
上
。
平
成
27
年
３

　

月
に
高
等
学
校
ま
た
は
中
学
校
を
卒
業
見

　

込
者
を
含
む
。

▽
建
築
工
学
科

　

高
卒
程
度
以
上
。
平
成
27
年
３
月
に
高
等

　

学
校
を
卒
業
見
込
者
を
含
む
。

選
考
日　

１
月
26
日
（
月
）

選
考
場
所　

宮
之
城
高
等
専
門
校

選
考
方
法

　

筆
記
試
験
（
総
合
問
題
）、
面
接

合
格
発
表　

２
月
５
日
（
木
）

　

応
募
書
類
は
県
内
各
高
等
学
校
、
職
業
安

定
所
に
あ
り
ま
す
。詳
し
く
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
訓
練
生
製
作
家
具
展
示
即
売

即
売
品

　

花
台
（
各
種
）、
ナ
ン
コ
台
、
竹
箱
火
鉢
、

整
理
タ
ン
ス
、
ベ
ン
チ
、
小
机
な
ど

即
売
期
限　

１
月
26
日
（
月
）

時　
　

間　

８
時
30
分
～
17
時

※
土
・
日
、
祝
日
、
12
月
26
日
～
１
月
５
日

　

を
除
く
。

宮
之
城
高
等
技
術
専
門
校
入
校
生
募

集

販
売
場
所　

当
校
玄
関
ホ
ー
ル

※
お
買
い
上
げ
品
の
配
達
は
で
き
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先

鹿
児
島
県
立
宮
之
城
高
等
技
術
専
門
校

☎
０
９
９
６
・
５
３
・
０
２
０
７

問
い
合
わ
せ
先

農
業
委
員
会
農
地
振
興
係　

☎
㉖
１
５
７
１

　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、
平
成
27
年
度

の
学
校
給
食
物
資
納
入
希
望
業
者
を
募
集
し

ま
す
。
納
入
希
望
業
者
は
、
次
の
要
領
で
指

定
願
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

指
定
納
入
品
目

　

野
菜
・
果
実
類
、
醤
油
・
味
噌
類
、
麺
類
、

魚
介
か
ま
ぼ
こ
類
、
食
肉
類
、
豆
腐
類
、
乾

物
類
、
こ
ん
に
ゃ
く
類
、
冷
凍
食
品
等

指
定
期
間　

平
成
27
年
4
月
1
日
（
水
）
～

　
　
　
　
　

平
成
28
年
3
月
31
日
（
木
）

指
定
願
書
提
出
期
限　

１
月
30
日
（
金
）

※
指
定
願
書
は
給
食
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
。

指
定
条
件

①
保
健
所
の
営
業
許
可
が
あ
る

②
1
回
に
２
、
３
０
０
人
分
程
度
（
品
目
に

　

よ
り
異
な
る
）
の
納
品
が
で
き
る

③
納
品
時
間
が
確
実
に
守
ら
れ
る

④
生
鮮
食
品
の
取
扱
業
者
に
つ
い
て
は
、
月

　

1
回
以
上
の
検
便
を
受
け
る
こ
と

※
そ
の
他
、
品
質
等
の
基
準
に
つ
い
て
は
、

　

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

指
定
願
書
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

伊
佐
市
立
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー☎

㉔
１
２
２
３

学
校
給
食
物
資
納
入
希
望
業
者
募
集
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（
11
月
４
日
～
11
月
28
日
受
付
分
）

大
山　

煌こ
う
が彪
（
弘
平
・
荒
瀬
）

久
保　

駿
し
ゅ
ん
せ
い星
（
好
秋
・
郡
山
団
地
）

小
門
口　

楊よ
う
し
ん心
（
裕
・
浜
里
）

是
枝　

咲さ
く玖
（
裕
一
・
高
校
西
）

白
石　

奏
か
な
で
（
将
司
・
西
原
）

末
松　

愛あ
い
と大
（
浩
二
・
後
村
）

関　

琉
り
ゅ
う
せ
い聖
（
祐
己
・
こ
っ
が
ら
団
地
）

髙
浪　

琉り
ゅ
う
の
す
け

之
介
（
雄
太
・
永
尾
）

竹
村　

心ま
な
と都
（
立
己
・
新
青
木
）

中
村　

柚ゆ
ず
き稀
（
謙
太
・
大
田
）

林
田　

紗さ
き季
（
亘
平
・
朝
日
団
地
東
）

帆
苅　

琉る

る

な
々
来
（
武
紀
・
麓
町
）

村
上　

史し
ゅ
れ
ん蓮
（
史
之
・
上
ノ
馬
場
）

湯
地　

駿は
や
た太
（
紀
幸
・
岩
坪
）

湯
之
上　

海か
い
と翔
（
唯
志
・
大
島
南
）

※
10
月
受
付
分

枦
木　

美み
わ和
（
駿
・
前
目
麓
）

（
11
月
１
日
～
11
月
29
日
受
付
分
）

大
口
地
区

上
ノ
原　

美
惠
子　

88　
（
松
ノ
口
）

加
治
屋　

一
二　
　

100　
（
松
ノ
口
）

川
畑　

ウ
メ
コ　
　

94　
（
西
水
流
）

砂
田　

三
昭　
　
　

87　
（
一
の
山
）

大
宮
司　

ヒ
デ　
　

91　
（
牛
尾
）

前
原　

惠
美
雄　
　

90　
（
下
青
木
）

牧
山　

ア
ツ
子　
　

82　
（
木
ノ
氏
）

松
ヶ
迫　

景
義　
　

84　
（
牛
尾
）

宮
元　

輝
美　
　
　

81　
（
浜
里
）

宮
脇　

信
一　
　
　

66　
（
牛
尾
）

安
山　

マ
ツ　
　
　

85　
（
大
田
）

山
口　

直
行　
　
　

95　
（
戸
切
）

山
下　

剛　
　
　
　

94　
（
戸
切
）

山
野
地
区

井
手
段　

シ
ゲ
子　

79　
（
尾
之
上
）

井
手
原　

志
奈　
　

92　
（
井
立
田
）

緒
方　

芳
子　
　
　

93　
（
押
野
々
）

白
濱　

ス
ヱ
ミ
ツ　

95　
（
向
江
）

中
原　

俊
治　
　
　

89　
（
小
木
原
下
）

部
當　

虝
雄　
　
　

88　
（
向
江
）

羽
月
地
区

　

【今月の表紙】

湯之尾神舞

　毎年 11 月 23 日に催される「湯
之尾神舞」は、県の無形民俗文化財
に指定されています。３年に１度の
大祭である今年は伝承されている
26 番すべての踊りが奉納され、五
穀豊穣、無病息災を祈願しました。
　写真は午前中に行われた「浜下り」
です。獅子駒が駆け回る中、御神体
を乗せた神輿は湯之尾神社までの１
kmを練り歩きました。
撮影：県美術協会会員  末吉敏氏

※
団
体
の
み

大
口
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

ふ
る
さ
と
祭
り
実
行
委
員
会

東
日
本
大
震
災
に
対
す
る
支
援
金

鵜
木　

忠　
　
　
　

83　
（
下
殿
）

福
永　

治
幸　
　
　

89　
（
馬
渡
）

村
岡　

勇
盛　
　
　

88　
（
冨
士
）

菱
刈
地
区

赤
﨑　

ミ
イ
子　
　

72　
（
徳
辺
下
）

池
田　

マ
ス
ヱ　
　

89　
（
町
舟
津
田
上
）

柿
木　

清
重　
　
　

79　
（
重
留
東
）

鎌
田　

一
枝　
　
　

93　
（
川
北
麓
中
）

上
橋　

ア
キ
ヱ　
　

94　
（
山
田
）

下
久
保　

ハ
ル
エ　

92　
（
内
之
宮
）

新
田　

ア
オ
イ　
　

90　
（
千
鳥
園
）

末
葊　

れ
い
子　
　

64　
（
青
木
元
）

広告

＜問い合わせ＞水俣市土地開発公社 
（水俣市役所３階都市政策課内） 

0966-61-1618 
  
 
 
 

・地目/宅地 ・用途地域/第1種中高層住居専用地域 
・建ぺい率/60 ・容積率/200 
・交通/みなくるバス停留所【祇園神社前】徒歩7分 

分譲地所在：梅戸町２丁目 ★うめど夕陽が丘団地 

家 づ く り の 補 助 金 を 使 っ て 
家 を 建 て る と お 得 で す ! 
【平成２６年度】エコ住宅補助金（上限150万円）、
太陽光発電設備設置費への補助金（上限30万円）、
太陽熱温水器設置費への補助金（上限7万円）などが
あります。（いずれも予算が無くなり次第終了/条件
あり） 

★うめど夕陽が丘団地区画図 

・地目/宅地  
・用途地域/指定なし 
・建ぺい率/70 
・容積率/400 
・交通/みなくるバス停留所 
【月浦団地前】徒歩１分 

用地所在：月浦字出月 
●月浦台地福祉ニュータウン 

店 舗 ・ 福 祉 関 係 
用 地 も あ り ま す ！ 
ご 相 談 く だ さ い 。 

区画番号 面積（㎡） 価格（千円） 
B-5 261.12 9,998 
B-6 260.84 10,173 
C-5 260.78 9,976 
C-6 260.61 10,382 
C-11 260.61 10,169 
C-12 260.80 10,182 
C-14 261.06 10,082 
C-17 303.68 9,914 
D-5 310.26 8,538 
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編
集
後
記

人口のうごき

H26.12. １現在（前月比）

（住民基本台帳から）

総人口　28,248 人　  （－     25）
　男　　13,075 人　  （－     13）
　女　　15,173 人　  （－     12）
世帯数　14,040 世帯  （－     15）

◆ ◆

　
「
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

コ
レ
ど
う
思
い
ま
す
か
。
年
賀
状
の
書
き
方
で
も

指
摘
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
よ
う
で
、
旧
年
が
明
け

て
新
年
だ
か
ら
間
違
い
で
は
と
言
わ
れ
ま
す
。「
新

年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」「
あ
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
が
正
し
い
と
か
。
ほ
か

に
も
「
朝
の
朝
礼
」「
お
湯
を
沸
か
す
」
と
言
う

と
×
が
付
き
そ
う
で
す
。
言
い
出
し
た
ら
キ
リ
が

あ
り
ま
せ
ん
が「
後
で
後
悔
す
る
」「
馬
か
ら
落
馬
」

…
。
正
月
か
ら
な
ん
て
編
集
後
記
で
し
ょ
う
。

　

し
か
し
こ
の
ネ
タ
、
１
年
間
あ
た
た
め
て
き
ま

し
た
。
昨
年
の
広
報
い
さ
新
年
号
特
集
で
見
事
に

「
新
年
明
け
ま
し
て
…
」
と
記
し
て
し
ま
い
、
後

で
後
悔
し
た
の
で
す
。
よ
う
や
く
今
年
、
少
し
進

歩
し
た
自
分
を
み
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
正

し
い
使
い
方
は
大
切
で
す
が
、
そ
の
時
の
雰
囲
気
、

気
持
ち
を
大
事
に
し
て
相
手
に
伝
え
る
言
葉
で
あ

れ
ば
「
間
違
い
」
と
も
言
え
な
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
ね
。
一
年
無
事
に
過
ご
し
て
新
年
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
皆
さ
ま
に
と
っ
て
も
素
晴
ら

し
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
。（
私
が
仕
掛
け
た

ト
ラ
ッ
プ
に
お
気
づ
き
で
す
か
）

　このコーナーでは、皆さ
んからの「お便り」や「写
真」をお待ちしています。

【投稿について】
◆お便りは、字数 200 文字
　以内。写真は、１枚につ
　き50文字以内。（文章は、
　必要に応じて添削する場
　合があります）
◆住所・氏名・年齢・性別・
　電話番号・ペンネーム（記
　入がない場合イニシャル
　で掲載します）を記入の
　上、伊佐ＰＲ課までご投
　稿ください。
◆投稿は、はがき・封書・
　メールまたは直接伊佐Ｐ
　Ｒ課（大口ふれあいセン
　ター２階）へ
◆締切は、毎月 10日
※営利目的や個人、団体を
　批判・中傷するような内
　容は掲載できません。
※紙面の都合上、掲載でき
　ないこともあります。

【投稿・問い合わせ先】    
〒８９５－２５１１　
伊佐市大口里２８４５番地２
伊佐ＰＲ課
「和みのひろば」係

☎㉙４１１３
koho@city.isa.lg.jp

　
　

ぼ
く
た
ち
が
一
生
懸
命
作
り
ま
し
た
。
皮
を
む

い
た
り
、
つ
る
し
た
り
す
る
の
み
自
分
た
ち
で
や

り
ま
し
た
。
一
個
一
個
心
を
こ
め
て
皮
を
む
き
ま

し
た
。
東
北
の
方
は
寒
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
で

も
し
っ
か
り
が
ん
ば
っ
て
体
に
気
を
つ
け
て
く
だ

さ
い
。
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
作
っ
た
の
で
15

人
の
愛
情
が
つ
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
寒

い
日
が
続
く
と
思
い
ま
す
が
ぼ
く
た
ち
の
つ
く
っ

た
柿
を
お
い
し
く
た
べ
て
い
た
だ
く
と
ぼ
く
た
ち

も
う
れ
し
い
で
す
。　
　
　
　
（
６
年 

だ
い
ち
）

　

み
ん
な
で
こ
こ
ろ
を
こ
め
て
、
一
し
ょ
う
け
ん

め
い
つ
く
り
ま
し
た
。
さ
む
い
日
が
な
ん
に
ち
も

つ
づ
き
ま
し
た
が
、
か
ぜ
を
ひ
か
な
い
よ
う
に
き

を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
ほ
し
が
き
を
た
べ
て
げ
ん

き
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。  　
（
１
年  
な
な
み
）

■
発

行
／

伊
佐

市
役

所
　

〒
895-2511　

鹿
児

島
県

伊
佐

市
大

口
里

1888
番

地
　

　
　

　
　

　
　

　
         Tel 0995-23-1311　

Fax 0995-22-5344
　

　
　

　
　

http://w
w

w
.city.isa.kagoshim

a.jp/  　
　

info@
city.isa.lg.jp

■
編

集
／

伊
佐

PR
課

     Tel 0995-29-4113　
 ■

印
刷

／
㈲

大
口

新
生

社
印

刷

　

私
が
思
い
を
こ
め
て
む
き
ま
し
た
。
お
い
し
く

食
べ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
が
ん
ば
っ
て
む
き
ま
し

た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  （
５
年  

あ
や
か
）

　

そ
ち
ら
は
寒
い
で
す
か
。
11
月
か
ら
12
月
に
か

け
て
み
ん
な
で
つ
く
っ
た
ほ
し
が
き
で
す
。
ぜ
ひ

た
べ
て
く
だ
さ
い
。
ぼ
く
た
ち
も
が
ん
ば
り
ま
す
。   

（ 

３
年 

か
い
と
）

　

南
さ
ん
り
く
町
の
か
た
が
た
、
ほ
し
が
き
が
で

き
ま
し
た
。
お
い
し
い
ほ
し
が
き
を
ぜ
ひ
食
べ
て

く
だ
さ
い
。
つ
な
み
に
ま
け
な
い
で
ほ
し
が
き
を

食
べ
て
元
気
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
ね
。
冬
に
ま
け

る
な
南
さ
ん
り
く
町
。
わ
た
し
も
さ
む
さ
に
ま
け

ま
せ
ん
。 　
　
　
　
　
　
　
　

 （
２
年  

ゆ
う
か
）

　

が
ん
ば
っ
て
か
わ
を
む
き
、
ほ
し
が
き
を
つ
く

り
ま
し
た
。
ひ
も
で
む
す
ぶ
の
が
む
ず
か
し
か
っ

た
で
す
。
み
ん
な
で
力
を
あ
わ
せ
て
つ
く
り
ま
し

た
。
お
い
し
く
た
べ
て
く
だ
さ
い
。（
１
年 

ま
ゆ
）

お

便
りありがと

う
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